新　城　市
若者議会
（第１回）
平成２７年６月３日　午後７時００分～
新城市議会　議場
司会／西尾企画部理事
企画部理事の西尾でございます。議長が決まりますまで進行を務めさせていただきます。

ただいまから、第１回新城市若者議会を開会いたします。

１．辞令交付
司会／西尾企画部理事
初めに、辞令交付を行います。

代表して、長坂明日香委員に交付をさせていただきます。

長坂明日香委員、正面にお進みください。

（長坂明日香委員　辞令交付のため正面に進む）

市長／穂積亮次
辞令

長坂明日香　様

新城市若者議会委員を委嘱する

任期　平成２７年６月３日から平成２８年３月３１日まで

平成２７年６月３日　新城市長　穂積亮次

よろしくお願いします。

（長坂明日香委員　辞令交付を受ける）

司会／西尾企画部理事
ありがとうございました。

なお、そのほかの委員の皆さんにつきましては、それぞれ机の上に辞令をお配りしておりますので、ご確認をお願いいたします。

２．市長あいさつ
司会／西尾企画部理事
次に、穂積新城市長からごあいさつを申し上げます。

市長／穂積亮次
皆さん、こんばんは。市長の穂積亮次です。
ついに新城市初の若者議会の開設にこぎつけることができました。この議会は20名の定員を募集しましたところ、24名の皆さんに応募をしていただきました。その中から選考された20名の皆さん、新城市初の若者議会を担っていただくことになります。

若者議会は昨年の新城市議会で条例として決まったものでありまして、同時に、その時期に若者政策も決まっています。若者政策のほうは、今、広報しんしろ「ほのか別冊号」という形で広く市民の皆さんに伝わるように配布をされるところであります。

この若者議会では、この若者政策をしっかりと提言をしていただいて、新城市が若者の活躍できるまちにできるように何ができるか、何をなすべきか、どんなことを市に提案をしていくか、自分たちはどう取り組むか、そういう議論を活発に行っていくことが期待をされています。

つい先日、新城市初の住民投票が行われました。18歳以上が有権者となって、初めて投票所に足を運んでくださった方もいるかと思います。まちづくりへの若者の参加を進めていくこと、そして、この地域を自分たちの目で見、目で感じ、自分たちの地域をしっかりと理解をして、自分たちの地域を自分たちの力で守り育てていく、そんな若い力をこの若者議会を通じて育てていただければと思っています。

今、日本は大きな曲がり角、人口の減少時代、そして、いわゆる高齢化社会で、もうどんどん、どんどん深まって進んでいきます。新城市も残念ながら人口減少が続いています。しかし、新城市が消滅することはありません。これから若い人たちが新城市を担い、そして活発に動いていき、新城が元気なまちだということを全国に示していくことを通じて、新しい若者たちを呼び入れたり、交流したり、そして、ここからまた新しい世界に羽ばたいていける若い人たちを育てていっていること、こんなことを夢見て私たちも頑張っていきたいと思っています。
新城市では、若者政策、若者議会をこれからのまちづくりの大きなエンジンと位置づけて取り組んでいきたいと思っています。きょうこれから始まる若者議会の中で、みなさんの闊達な自由なおおらかな意見交換がなされて、また、他の世代の人たちにすばらしい影響を与えてくれることを期待して、ごあいさつといたします。
どうか一生懸命頑張ってください。よろしくお願いいたします。

司会／西尾企画部理事
ありがとうございました。
３．若者議会議長選出、副議長指名
次に、若者議会の議長の選出を行います。

新城市若者議会条例第５条第２項では、議長は委員の互選により定めることとなっております。

互選の方法は、委員の投票によることといたしたいと思いますが、よろしいでしょうか。

司会／西尾企画部理事
ご異議なしと認め、互選の方法は委員の投票によることといたします。

前もって議長立候補の申し出を、柴田綾乃委員、竹下修平委員、小鷹総一郎委員からいただいておりますので、届け出順に立候補演説をお願いいたしたいと思います。

初めに、柴田綾乃委員、お願いいたします。

柴田綾乃委員
私は、このたび若者議会議長に立候補いたしました柴田綾乃です。

私が若者議会議長に立候補した理由は、今まで私はこのような場に立つことはなく、自分に自信が余りなかったのですが、この議長という立場を通して自分に自信がつくことと、よい貴重な経験になるのではないかなと思って立候補しました。

私が若者議会の議長になったら、議員の皆さんが滞りなく議論ができるように精いっぱい援助させていただきたいと思っているので、頑張りたいと思います。

最後に、私は今回立候補されているお二方より下の年齢で最年少となりますが、緊張している中でも精いっぱい全力で頑張っていくので、どうぞよろしくお願いします。

短いですが立候補演説を終わります。ありがとうございました。
司会／西尾企画部理事

ありがとうございました。

次に、竹下修平委員、お願いします。

竹下修平委員

皆さん、こんばんは。議長に立候補いたしました会社員兼新城ユースの会代表の竹下修平です。

突然ですが、就活シーズンということで、就職活動の際に、「どうしてうちの会社じゃなけきゃだめなんですか」という質問を受けることがよくあると思います。これは、会社にとっても非常に重要な理由になります。そこで、同じように、どうして議長にならないといけないのかという視点でお話をさせていただきたいと思います。

私が若者議会に応募した理由は、主に２つあります。

１つ目は、皆さん同様、新城市をよくしたい、新城を盛り上げたい、自分の考えを形にして実現したい。

２つ目は、若者議会という仕組みそのものの成熟です。

若者議会は、ことしからスタートするため仕組みとしてまだまだ未熟なところがあると思います。そこを議長という立場でよりよい仕組みづくりに貢献していきたいです。議長という役割は、議会の顔である一面とともに、中立の立場として議会の秩序を守る必要があります。いわばサポート役として重要な役割があるため、自分の思いを抑えなければいけないこともあるかと思います。しかし、私には新城ユースの会という場があるため、やりたいことはそちらで実現すればよいと思っています。

２つの思いがありますが、若者議会の成熟に重きを置いて活動していきたいです。なぜなら若者議会が成熟していく過程には議員一人一人の成長があり、それに伴う若者議会の成熟、そして、議会の成熟によって若者議会が新城を明るい未来へと突き動かす原動力の一つになってくれると信じています。

最後に、私が議長になったら、１年間たったときに、委員さん全員に、「若者議会をやってよかったな」と思ってもらえるように頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。ありがとうございました。
司会／西尾企画部理事

ありがとうございました。

最後に、小鷹総一郎委員、お願いいたします。

小鷹総一郎委員

今回、若者議会議長に立候補させていただいた小鷹総一郎です。１人だけ作業服で申しわけありません。都合上、残業というものに圧迫されておくれてしまいました。
そんなことは置いておいて、皆さん、まだ初めての人が多いので、自己紹介させてもらっていいですか。

名前は小鷹総一郎で、仕事場はアスモといって、静岡の湖西市に毎回１時間かけて、帰りも１時間、今、疲れた状態で来ています。趣味は、ルービックキューブです。なんと40秒でいけます。すごくないですか。やらないんですけれども、本当にこんなのはどうでもいいので、自己紹介はこの辺で終わらせてもらいます。
今回、議長に立候補した理由は、先週の自分が夜勤で来られなかったときに、皆さんが結構意見とかをすごく出し合ったというのを聞いて、またすみません、名前を忘れてしまいましたが、カタログみたいなものがあるじゃないですか、それに決意表明というか、何がしたいという政策や指針とかいろいろあったじゃないですか、それを見て、「おお、これをまとめたらおもしろいんじゃないか」とか、「この人たちをまとめてみたいな」とか、力及ばないかもしれませんが、いろいろ思ったりして、ちょっとやってみたいなと思いました。もしよろしかったら、本当にもしよろしかったらでいいので、お願いします。

ありがとうございました。

司会／西尾企画部理事

ありがとうございました。

これより議長の選出を行います。投票の準備をお願いします。

（事務局　投票準備）
司会／西尾企画部理事

ただいまの出席委員数は、18名です。
あらかじめ配付をいたしました投票用紙には、議長にしたい方の名前の上に丸をお書きください。
投票用紙の配付漏れはありませんか。

司会／西尾企画部理事

配付漏れなしと認めます。

投票箱を改めます。
（事務局　投票箱点検）
司会／西尾企画部理事

異状なしと認めます。
それでは、長坂明日香委員から、順番に投票をお願いします。

（点呼・投票）
では、長坂明日香委員。清水健至委員。伊藤早希委員。瀬野尾宗伺委員。浅井架那子委員。多田舞花委員。小鷹総一郎委員。河合榛名委員。山本英弥委員。尾﨑由季委員。白井恵理香委員。竹下修平委員。山本恵美委員。柴田綾乃委員。松本理奈委員。前田朝陽委員。浅野朱音委員。杉木里帆委員。

投票漏れはありませんか。

司会／西尾企画部理事

投票漏れなしと認めます。

投票を終了します。

それでは、開票を行います。

立会人として、白井恵理香委員、瀬野尾宗伺委員のご協力をお願いします。

では、前のほうへお進みください。
（立会人　前へ）
司会／西尾企画部理事

それでは、開票作業を始めてください。
（開　　票）

司会／西尾企画部理事

それでは投票の結果を報告いたします。

投票総数18人、これは先ほどの出席委員数と同じであります。

そのうち有効投票18票、無効投票はありません。

有効投票中、柴田綾乃委員　　３票

　　　　　　竹下修平委員　　９票

　　　　　　小鷹総一郎委員　６票

以上のとおりです。
したがいまして、竹下修平委員が議長に選任されたことが決定いたしました。選任されましたことを、この場でお知らせをいたします。
それでは、議長に選任されました竹下修平委員からごあいさつをいただきます。

前のほうへお進みください。

また、新城市若者議会条例第５条第２項におきまして、副議長は議長が指名することとなっておりますので、副議長の選任につきましても続けてお願いをいたしたいと思います

では、よろしくお願いします。
（竹下修平議長　あいさつのため前へ）

議長／竹下修平

議長に選任されました竹下修平です。
自分がこの場に立っているということを振り返ってみると、３年前に新城ニューキャッスルアライアンス会議というものに自分は参加いたしまして、そしてイギリスに行ったのですが、そのニューキャッスルアライアンス会議というのは、世界中の新城という国、新城という名前がつく市がある国が集まって議会をするというものなのですが、その各国の新城市には若者議会というものがありまして、日本の新城市にだけはそれがなかったので、何で新城にはないのだろうとすごく疑問に思って、自分が帰ってきたときに、同じ思いを持った仲間と新城ユースの会を立ち上げ、そこから市政にかかわることが少しずつふえて、市民まちづくり集会の実行委員をやらせていただいたりとさまざまな活動に参加してきました。そして、それらの活動を通して、市長の、「新城には若者の力が必要だという思いから若者議会をぜひ行いたい」ということを聞いたときには、本当に胸が高まる思いでした。

自分がやりたかった若者議会がついにできたので、その名前に恥じないよう今後も精進していきたいと思います。議長を務めることは初めてなので至らない点が多々あるかと思いますが、皆さん、ご協力のほどお願いします。

司会／西尾企画部理事

それでは、副議長さんの指名もよろしくお願いします。

議長／竹下修平

副議長は、杉木委員にお願いします。

司会／西尾企画部理事

それでは、杉木里帆さん、副議長としてお立ちください。

一言ごあいさつをお願いします。

副議長／杉木里帆

副議長に任命されました杉木里帆です。議長を１年間サポートできるよう一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

司会／西尾企画部理事

ありがとうございました。

それでは、１年間よろしくお願いいたします。

４．諮問

司会／西尾企画部理事

続きまして、若者議会の体制も整いましたので、市長から若者議会への諮問を行います。

それでは、竹下議長、よろしくお願いいたします。

市長／穂積亮次

新市自15・7・1
平成27年６月３日

新城若者議会議長　竹下修平　様

新城市長　穂積亮次

若者総合政策の実施に関する事項について（諮問）

このことについて、新城市若者議会条例第２条に基づき、下記の事項について若者議会の意見を求めます。

記
１．諮問事項　若者総合政策の実施に関する事項について

２．回答期限　平成28年３月末まで

以上です。

では、よろしくお願いします。
（竹下議長　諮問書を受理）

司会／西尾企画部理事

ありがとうございました。

それでは、これから１年間、この諮問書に基づきまして、しっかりお取り組みいただきますようよろしくお願いいたします。

これより新城市若者議会条例第６条第１項の規定により、竹下議長に進行をお願いいたします。

では、竹下議長、よろしくお願いいたします。

（竹下議長　議長席に）

５．所信表明

議長／竹下修平

それでは、所信表明を行います。

若者議会委員お一人ずつ所信表明をお願いしたいと思います。

初めに、長坂明日香委員、お願いします。
長坂明日香委員
皆さん、こんばんは。
私は、コメダ珈琲店新城店に勤務しております長坂明日香と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

私は、約１年前に岐阜県から新城市に引っ越してまいりました。そのため、まだ住みなれないと感じることが多く、これから先、長く暮らしていくためにも、もっと新城市が活性化することを望んで応募いたしました。

この若者議会の活動は、私自身がもっと新城市について興味を持って、さまざまなことを知ることができる絶好の機会だと思ったので応募いたしました。
若者議会の活動期間が平成28年の３月末までということで、その限られた期間内で活動を進めていくことは、相当な覚悟が要ると考えております。そこは若者らしく熱意を持って、時には広く捉えて慎重に進めていきたいと思っています。そして何より、今いるこの若者議会のメンバーと、それにかかわる多くの方たちと協力をして新城市を盛り上げていきたいと思っています。

若者議会でやりたい政策は、新城市ならではの新城市の特徴を生かせる活動に力を入れていきたいと考えております。まだどのような提案をしていいものかわからないのですが、最終的には新城市のＰＲができるといいと考えております。
今、最も全国的に有名な新城のイベントといえば新城ラリーを私は一番に思い浮かべるのですが、せっかく新城市で開催されているにもかかわらず、地元のブースが設けられても車のブースの数に圧倒されてしまいます。新東名高速道路新城インターチェンジが開通することも念頭に置いて、今以上の、もしくはもっと違った視点からの地元の宣伝をしてみたいと考えています。それがかけ橋となって一人でも多くの人に新城市の場所を知ってもらい、新城市の観光案内などにもつながっていけばよいのではないかと考えております。

まだまだやってみたい政策はたくさんあるのですが、あれもこれもと手をつけるのではなく、一番やってみたいことと早急にやったほうがいいことをよく順序立てて進めていきたいと思います。

また、市民全員が「元気に住み続けられ、世代のリレーができるまち」という最終目標を常に加味して活動に取り組んでまいりたいと思います。

とても貴重な機会なので、無駄になることのないよう一生懸命頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長／竹下修平

次に、清水健至委員、お願いします。
清水健至委員
皆さん、こんにちは。時習館高校３年、清水健至です。よろしくお願いします。
私が若者議会に参加した理由は、新城市の力になりたいという思いと自己の成長のためです。ここ数年で若者政策ワーキングや中学生議会、そして、この若者議会が開かれ、若者が市政にかかわることが増えていると感じています。そこに私は新城市が若者の力を必要としてくださっていると感じ、若者議会に惹かれました。

また、この貴重な１年間の経験を通じて、人前で話す力、プレゼンテーション能力など、学校では学ぶことのできない力を高めていきたいと思っております。

私の目標は、新城の魅力をＰＲすることです。昨年、新城国際交流委員会主催の留学生の方と行うカヌー体験に参加しました。英語力の向上とカヌーの体験、楽しさを感じることでき、とても有意義だったと思うのですが、残念なことに、参加者で一般から参加した人は僕と友達の２人だけでした。外国語をよりしゃべるようになりたい、外人と友達になりたい、そう思っている方は新城にたくさんいらっしゃると思います。その願いを実現できるイベントがあるのに、ＰＲが足りないことでその機会を市民の皆さんから奪っている、これはとてももったいないことだと思いませんか。
このように、新城市に埋もれている魅力をたくさん発見し市民に広くＰＲすることで、市民の人が市外の人に、「新城市にはこんな魅力があるんだよ」と自信を持って言えるまちを目指したいと思います。
最後に、私は、昨年の若者政策ワーキングのキックオフシンポジウムで、自分と同じ、自分と同級生の高校生が政策を語っていることに衝撃を受けました。私はそれまで市政は高校生とは無関係のものだと思っていたので、その２人の高校生がとても格好よく、大人に見えました。その２人と同じような立場になり、２人が考えてきた政策を引き継いで考えていくことに責任とやりがいを感じております。私も１年後に２人のように堂々と市民の前で政策を語れるようになるために全力で頑張らせていただきます。どうかよろしくお願いします。

議長／竹下修平

次に、伊藤早希委員、お願いします。
伊藤早希委員

宝陵高校１年、伊藤早希です。
私は、新城の自然を生かしたイベント、学生や若者が集まって遊べるような駅周辺のお店の発展、また、高齢化が進んでいるので、高齢者が暮らしやすくするための政策に取り組みたいと思っています。
１つ目の自然を生かしたイベントでは、例えば、さくらまつりでベンチなどの休憩の場を増やしたり、コンサートを大きくしフェスのようにしたりするなど、もっと盛り上がるし、さくらまつりに来た人に新城の自然をアピールすることができると思います。

２つ目が、学生や若者が気軽に遊べるところをつくりたいです。新城駅の周辺には商店街があるので、商店街の活気を盛り上げていき、学校帰りや仕事終わりの憩いの場にしたいと思っています。

１つ目と２つ目の提案は、新城以外に住んでいる人が新城に立ち寄ってもらうため、そして、新城の魅力を伝えるためのきっかけにもなると思います。
３つ目に高齢者が暮らしやすくするための政策です。私は学校で福祉についての学習を主にしているので、学校で学んだことを踏まえて考えていきたいと思っています。

また、新城は高齢化が進んでいるので、高齢者に配慮した施設や設備をするとよいと思っています。夜に少しでも運動としてウオーキングをすることがふえてきているので、明かりが少なく暗いところに街灯をふやしたりすることで安心して運動ができると思っています。

最後に、私の描く新城の未来予想図は、新城以外に住んでいる友達を呼んで新城で遊ぶことができたり、高齢者の方が住みやすく暮らしやすい新城です。この未来予想図に近づけるように頑張ります。よろしくお願いします。

ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、瀬野尾宗伺委員、お願いします。
瀬野尾宗伺委員

皆さん、こんばんは。新城東高校３年の瀬野尾宗伺です。
私は、昨年度、若者政策ワーキングに参加していました。若者政策ワーキングでは、今まで経験したことのないさまざまなことを得ました。この活動を通じて市政への興味が深まり、新城市をよりよくしたいという思いが強まりました。今回、若者議会に参加しようと思った理由も、昨年度考えた政策に自分がさらにつけ加えたいと思ったからです。

私が目指す新城は、若者が集まる場所です。今の新城には若者の集まる場所が少なく、新城外へと出ていってしまう若者が多いです。そのためにも現在有効利用されていない公共施設やその他の場所など、若者が使える場所にしたいと考えています。若者の視点からでしか見えないものもあるはずです。そうした意見をたくさん提案していき、この新城市を少しでも若者が集まる場所へと変えていきたいです。今回、若者議会に集まられたメンバーの方々とともに協力し合い、ともに頑張ろうと思います。お願いします。
議長／竹下修平

次に、浅井架那子委員、お願いします。
浅井架那子委員

皆さん、こんばんは。南山大学総合政策学部４年の浅井架那子と申します。
私が若者議会に挑戦しようと思った理由は、大好きなこの地元新城で私たちのような若者がまちの未来づくりにかかわることができる、このような機会があることを知り、大学で所属するゼミでの学びや経験が少しでも新城の将来のために役に立つのではないかと思ったことです。

ゼミではキャンパスのある瀬戸市を対象に、瀬戸市の将来を担う20歳以下の子供たちや現在の瀬戸市を支える20代から40代の方々にまちの将来について考えてもらうきっかけづくりを目的とした課外プロジェクトを約１年間行いました。

このプロジェクトでは、親子で参加できる小学生向けのまちづくりイベントの開催や、市内の中高生を対象としたまちづくりに関するアンケートの実施、そして、アンケートの分析結果やそれを踏まえた考察などを掲載した情報誌の発行、さらに最終的には、中高生アンケートの分析結果と、活動を通して我々学生が感じた今後の瀬戸市のあり方を政策提言書という形で瀬戸市長に提出しました。

先ほど紹介した情報誌というのはこちらのようなもので、こちらが中高生を対象としたもの、こちらが20代から40代の方に向けて発行したものになります。

私は、このプロジェクトを通して、まちの将来を考えるには、まず、このまちの魅力や課題についてよく知るということが大切で、特にまちの将来を担う存在である私たち若者にとって、このことはとても必要だと感じました。

私がこの若者議会で実現させたいことは、人口減少に伴う少子高齢化の影響が顕著であるこの新城市で、今後もふえていくと予想される高齢者の方々を支える役割を担う若者をふやすことです。そのためには進学や就職で新城を離れてしまった方が戻ってきたいと思うまち、市外の方が来てみたい、住んでみたいと思うまち、そして今、新城にいる方が住み続けたいと思うまちにすることが必要だと考えています。
また、高齢者の方々と若者が交流できる機会や場所をつくりたいとも考えています。自然豊かで人が優しいこの新城市がより住みやすいまちになり、そして、多くの人が集まるように、若者ならではの視点で一生懸命取り組みたいと思います。

以上で私の所信表明を終わります。ご清聴ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、多田舞花委員、お願いします。
多田舞花委員

皆さん、こんばんは。新城東高校３年、多田舞花です。
私が若者議会に参加した理由は、昨年の若者政策ワーキングのメンバーに私と同じ高校生が新城市を盛り上げようと参加していたことを知り、私も若者議会に興味を持ったことがきっかけです。なので、今回、若者議会の委員になれたことをとてもうれしく思っています。
私は常日頃、新城に住みながら新城市のことについてあまり考えたことがありませんでした。今回、議会に参加できることになり、改めて新城市のことについて考えることができ、２つのやりたい政策を思いつきました。

１つ目は、医療のことについてです。

病気になったときなど新城では対応できず、豊川、豊橋などに行かざるを得ないのが現状です。これでは「新城に安心して住みやすいまちだ」と言えないのが本心だと思います。今、日本中で医師不足が懸念されています。新城に医師を呼ぶことは難しいと思いますが、産婦人科を充実させることによって、若者が新城に住みやすくなることができれば、自然と人口がふえ、活気あふれるまちづくりになると思いました。

２つ目は、新城には桜淵、総合公園、山びこの丘、県民の森など、とてもすばらしい公共施設があります。既にさくらまつり、花火大会、新城マラソンなどの行事がありますが、こんなにもよい公共施設があるので、春から冬にかけて若者が参加できるようなイベントを考え、新城のすばらしさをアピールし、人が集まる企画を考えていきたいと思います。

今回、若者議会に参加し、皆さんと一緒にいろいろ考え、新城がよいまちだと誇れるように、１つでも多くの政策を実現できるように一生懸命取り組んでいきたいと思っているので、よろしくお願いします。

議長／竹下修平

次に、小鷹総一郎委員、お願いします。
小鷹総一郎委員

小鷹総一郎です。緊張の余り、ちょっと気分が悪いです。

私の求める政策というものは２つあって、まず１つが、新城・桜淵をもっと活気づけたいことです。

皆さん、御存じですか。新城・桜淵、去年と今年で違うことが１つあるんですよ。多分これは夜に行っていないとわからないんですけれども、スポットライトの当て方が違う。・・・ですね。これは、個人的に新城がめちゃくちゃ好きなので、「おっ、桜淵、変えてんじゃん」と思って、友達とテンションを上げながら桜淵を歩いてたりします。見かけたら声をかけてください。
スポットライトとかの当て方を変えて、せっかく桜淵をきれいに見せようと思っているのに、こういうことの情報がまず回ってこないじゃないですか。そういうのがまずもったいないと思って、もっと桜淵というものをアピールしたいなと思いました。

２つ目は、すみません、個人的なことになってしまうのですけれども、私は将来、お笑い芸人を目指していまして、「なんだ、それ」ですよね、そうなんですけれども、そのときにお世話になった高校生の祭典というものがあるんですけれども、普段だったら高校３年間、何事もなく終わってしまうと思うんですけれども、高校生の祭典というものに出させていただいて、自分の実力とか、「こんなんじゃだめなのか」「これが受けるのか」とかいろいろ勉強させてもらいました。なので、そういった若者が夢を持つチャンス、例えば、大学生の祭典、社会人の祭典、それこそいろいろな人ができるような、そういう発表の場、夢を持つ場を広げていきたいなと思いました。

以上です。

議長／竹下修平

次に、河合榛名委員、お願いします。
河合榛名委員

皆さん、こんばんは。新城東高校３年、河合榛名です。
私が若者議会に入った理由は２つあります。

１つ目は、若者が新城で快適に暮らせるまちづくりをしたいと考えたからです。高校を卒業して新城の外へ出ていった人は、そのまま向こうで定住するということが増えていると思います。そこで、「新城のほうがこれから暮らしていくのによい環境だから戻ろうよ」と思ってもらえるように何かしたいと考えました。

具体的な政策として、私は、ショッピングセンターなどをつくりたいと考えています。もしつくることができたら、新城地区の人々はもちろん、鳳来地区や作手地区などの遠くの地区の人々にとっても、わざわざ豊川や豊橋に買い物に行く必要がなくなり、とても便利だと思います。また、若者が楽しく話して過ごしたり遊んだりできる場所にもなると思うので、新城が自然と活気あふれるまちになると思います。

２つ目は、新城の観光地を全国にＰＲしていくことです。

これは、特に行いたいと考えていた政策で、新城の人々は「新城といえば何が有名」と聞かれたら幾つか出てくると思います。しかし、全国の人々に聞いても何が有名であると答えてくれる方は少ないと思います。例えば、歴史的にとても有名な長篠の戦いはだれもが知っていると思いますが、その戦いの場が新城であるということを知らない人が多いと思います。少し歴史に詳しい岐阜県出身の母でさえ、ここが戦いのあった場所だというのを初めて知って驚いたそうです。そのほかにも長篠の戦いだけでなく、たくさんの観光地を探し出し、ＰＲしていけたらよいなと考えています。

未来を担っていく若者の代表として、新城の発展に貢献していけるよう全力を尽くしたいと思います。

以上です。ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、山本英弥委員、お願いします。
山本英弥委員

皆さん、こんばんは。新城東高校３年生の山本英弥です。

私が若者議会に参加させていただいた理由は、１つ目は普通の学校生活を送っているだけでは体験できないような経験をして自分の将来に役立てるということを考えたので参加させていただきました。

もう一つは、この新城の発展のために力を尽くしていきたいと思ったからです。

私が若者議会でやりたいことは、若者がもっと新城市に来たいと言いたくなるようなまちにしたいということです。
昔、私が友達に、「新城の学校に通っているんだ」と言ったときに、「新城に行って何があるの」と言われたことがあって、それがとても悔しくて、なので、新城が若者にもっと「行きたいな」と思うようなまちにしたいと思いました。
私は、この新城市が日本中で注目されるような市にしたいと思います。例えば、新城の長篠の合戦の舞台などの有名なものを全国にアピールしていけたらいいと思いました。新城市のために自分にできることを精いっぱいやっていけるように、この１年間、全力で頑張るのでよろしくお願いします。

ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、尾﨑由季委員、お願いします。
尾﨑由季委員

皆さん、こんばんは。私は、穂の香看護専門学校１年の尾﨑由季と申します。

私は、３年後の看護師国家試験に合格しましたら新城市で看護師として働きたいと思っています。そのために新城市の今の現状を知り、将来の新城市のために少しでも自分の力を注ぎたいと思い、今回、若者議会の委員に応募させていただきました。

私が在学している穂の香看護専門学校は開校２年目で、まだまだ認知度も低いのが現状です。学校の周りには自然が多く、静かで、とてもよい環境の中で勉強ができ、日々新城市のよさを実感しています。

若者議会のメンバーとして活動させていただく１年間で、少しでも多くの方々に穂の香看護専門学校の名前を知っていただき、学生を増やしたいと思っています。
私は育児支援につながる政策を発案していきたいと思っています。子供とお年寄りが一緒に楽しめる施設があるといいと思うからです。なぜなら、子育て世代の若者が住みやすいまちになると、まちに活気が出て、お年寄りも楽しみがふえると思います。小さい子供さんからお年寄りまでが安心して暮らせ、若者が活躍できるまちにすることが目標です。
私は人前で話すことは苦手ですが、皆さんのお力をお借りしながら、自分のやるべきことを果たしていきたいと思っています。１年間、よろしくお願いいたします。

以上です。

議長／竹下修平

次に、白井恵理香委員、お願いします。
白井恵理香委員

このたび若者議会委員に選任されました白井恵理香と申します。現在、豊橋市にある大学で事務をしております。出身は旧新城市で、新城小学校、新城中学校、新城東高校と24年間以上を新城市で過ごしてきました。
若者議会へ参加したきっかけは、友人に新城市を紹介できなかったことにあります。以前、県外に住む友人を連れて新城市を観光しようという話が出ました。しかし、新城市の魅力を伝え切ることができず、また、具体的にどこに連れていけばいいのかがわからず断念しました。そのようなときに、この若者議会の存在を知りました。この議会を通じ、自分自身、新城市について深く知ることができるように、また、地元の人を含め、多くの人に新城市の魅力を伝えていたきいと思い、参加を決意しました。

新城市は自然や歴史に非常に恵まれた土地であり、潜在的な可能性は多く秘めていると考えています。しかし、新城市とは具体的にどういったところかという問に対して明確に答えることができる人がどの程度いるでしょうか。残念ながら、多くの市民が答えに窮するのではないかと思います。私もその一人でした。正直、何もないまち、つまらないまちというイメージが新城市民にはあるのではないでしょうか。

新城に住んでいる人が胸を張って、「新城はこういうところですよ。こんなにおもしろいまちですよ」、そのように言えるような、そんなまちにしていきたいと思います。
そのため、今回の若者議会で私が取り組みたいことは、主に観光面に目を向けた政策づくりです。現在考えているものは漠然としたイメージですが、近年ブームになりつつあるサイクリングを利用した催し物の開催ですとか、気軽に参加できるようなサイクリングコースの選定、また、観光情報を広く発信できるようホームページを充実させることなどを考えています。

今年度は新しい道の駅「もっくる新城」が完成し、多くのテレビ番組で取り上げられました。多くの人に新城市という存在を知ってもらうことができたと思います。また、新東名高速道路も近年中に開通する予定です。交通の別も格段とよくなり、観光のまち新城としての条件はそろったと思います。新城市の魅力再発見をテーマに、この１年間、取り組んでいきたいと思います。
若者というにはいささか年をとっているかと思いますが、気持ちは若く、皆さんと協力して取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

議長／竹下修平

次に、山本恵美委員、よろしくお願いします。
山本恵美委員
こんばんは。年のせいで声がちょっと枯れてしまったんですけれども、すみません。今、新城市でルーシーダットンというタイ式ヨガのインストラクターをやっています。場所は八名校区の富岡ふるさと会館です。
私は、すぐ隣の豊川市旧一宮町で生まれ、育ちました。今も住んでいます。あと、６歳の子供がいます。

応募したきっかけなんですが、今、インストラクターとして新城市でお仕事をさせていただいていることと、主人の働いている職場が新城市であること、子供の習い事が新城市であるということで身近に感じていることもあって応募させていただいたのが始まりで、政策としてやりたいこととしては、市民病院の機能を充実させること。

豊橋市や豊川市で新城市の救急車をよく見ます。それを見たときに、新城市では受け入れは多分できないので、そちらに行っているということを感じまして、新城は工業地帯にいっぱい会社がありますので、そういったときに、あってはならないですけれども、もし事故があったときに、新城市の社員さんたちが豊橋市民病院や豊川市民病院に運ばれたときに、その行くまでの時間の間にもしかしたら亡くなってしまう命もあるかもしれないなと思いました。そのためにも、まず病院を機能させることがあるのと、やはり子供がいるので、24時間小児外来という受入体制があればいいなと思います。
また、新城市では新城総合公園というすごく大きなすてきな公園があって、私もよく子供と行きます。そういう大きな公園もあるのですけれども、新城市でもちょっと遠くの人ですと、そこに行くのに時間がかかってしまったりするということを聞きまして、身近で遊べる、それほど大きくはないけれども、小さな公園というものがあってもいいかなというのを思いまして、あと家族で遊べるところ、自然があって、川があって、そういった豊かなところもあるのですが、川も十分いいですけれども、ちょっと水難事故だとか、そういうのを考えると、豊川でいう、ぎょぎょランドという水浴びができる施設があるんですが、そういったものを、例えば新城市民病院の跡地につくってもいいのではないのかなということを思いました。
あと１点は、高速道路のインターが通りますので、それに伴い、紅葉を見にいくために湯谷温泉に行かれる方もいますので、そういった観光客の増員や人がふえることによって経済効果というものにつながってくると思います。観光と病院、そういったことができたらなと思っています。
すみません。以上です。よろしくお願いします。
議長／竹下修平

次に、柴田綾乃委員、よろしくお願いします。
柴田綾乃委員
皆さん、こんばんは。田口高校２年生の柴田綾乃と申します。よろしくお願いします。
私が若者議会に入ろうと思ったきっかけは、地元新城、生まれも育ちも新城なんですけれども、新城のために何かできないかなと思ったときに、この書類が届いて、「どうですか」というものに応募したら見事当選して選任されました。

ことし１年間の意気込みは、しっかりと政策を考えて、答申できるように努力していきたいと思います。

私が新城市で若者議会としてやりたい政策は２つあって、１つ目は、新城に住んでいる高齢者の方についてです。

私はサマリアの家という施設にボランティアをしに行っているんですけれども、そこに行くと、やはりどの利用者さんもちょっと窮屈そうに生活しているので、新城に在住している施設ではなくても、普通に住んでいる高齢者の方が笑顔になるようなイベントをできたらいいなと思っています。

あと、もう一つ。八楽児童寮という場所を御存じですか。知らないですよね。私はそこに住んでいて、そこは児童養護施設なので、虐待とか家庭の複雑な事情とかを抱えた18歳未満の子供が住んでいるんです。年に一度、穂積市長さんとは交流をさせていただいているので面識はあるんですけれども、そういう住んでいる子は家庭の事情で制限されて、進学したいのに進学できないというように、生活がつらいところがあるので、そういう人たちも笑顔になるように支援をしていけたらいいなと思っています。
あと、新城でも実は発見されていない虐待とかそういうのもあると思うので、社会福祉のサービスを向上させて、新城の若い人、子供も高齢者も活性できるような、元気になるようなまちをつくっていけたらなと思っています。

まだまだ未熟で至らないところも多いですが、これからどうぞよろしくお願いします、頑張りますので。ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、松本理奈委員、お願いします。
松本理奈委員

若者議会の委員を務めさせていただきます中部大学４回生の松本理奈です。

私は、大学入学のために一度新城から離れて生活をしました。そのことによって、客観的に新城によさをたくさん見つけることができました。それと同時に、新城の足りないところにも気づくことができました。そうした発見もこれから若者議会の政策に生かしていきたいと考えています。

大学ではボランティア組織の一員として地域の方々と一緒にまちづくりに関する活動に参加してきました。この活動を通して得た知識や経験を地元新城のために役立てたいと考えています。

これまでのボランティア活動で感じたことは、世代間交流の大切さです。新城に必要なものは世代間交流だと考えます。若者の政策だからといって、若者だけを対象とするのではなく、「幅広い世代のために」の政策を若者の視点で立案し、新城全体を活気づけていきたいと思います。

また、地域間の交流も大切だと考えます。新城にはほかの地域には知られていない、いいところがたくさんあります。単に特定の人たちが交流するだけではなく、いろいろな価値観を持った人たちが新城に訪れてもらうことで、市民と交流し、新城のよさを実感してもらうことが大切です。そのためにはどうしたらいいか、私には何ができるのかをこれから考えていきたいと思います。

若者議会はそれぞれ新城に熱い思いを持った委員が集まりました。委員全員でしっかり話し合い、責任を持って若者らしい政策、活気ある政策をつくっていきたいと思います。私も若者議会の一員として自身の経験や知識を生かし、積極的に発言をし、委員としての役割を果たしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

議長／竹下修平

次に、前田朝陽委員、お願いします。
前田朝陽委員

皆さん、こんばんは。時習館高校１年の前田朝陽です。
４月から豊橋の高校に通うようになって、新城市に住んでいない人たちとかかわる機会がとても増えました。そのときに「出身はどこですか」と聞かれて、「新城です」と答えると、多くの人は「どんなところですか」と何も知りません。そこでうまく返すことができない自分にも、何も知らない周りの人にも、とてもショックを受けました。そんなときに、この若者議会に参加する機会をいただくことができました。
要項を見ると、応募は16歳からとなっていて、自分は最年少です。正直、うまくできるかという心配の気持ちがあって、最初は応募するのをやめようとも思いました。しかし、そんなときに思い出したのが、去年の新城市の英語コンベンションのときに見たユースの会の方々のニューキャッスルの発表です。あんなふうにしっかりと行動している若者の人たちを見て、自分もそんなふうになってみたいと思い、この機会をいただくことができて、今、この場に立っています。

僕がやりたいと思っている政策は、１つは、地震に強い新城市をつくることです。僕が通っていた千郷中学校では大船渡市の中学校と交流を持っていました。ですから、東日本大震災について知る機会が多くありました。

そこで新城市を見てみると、海からも遠く、しっかりと対策をしていけば被害を限りなく少なくすることができる、また、近隣の津波が来る地域を助けることもできる、そんな可能性を持っている都市だと思いました。そこで若者議会から少しでもそういった都市になる手助けをしていきたいと思っています。
また、もう一つは、緑や歴史、そして、まちの共存というのを目指していきたいと思っています。新城市には、実は長篠だけではなく、野田城という、とても歴史的な城があったのを皆さんは知っているでしょうか。ほかにも自然もたくさんあり、まだまだこれから活発に生かしてそうな、そして人が集まりそうなものがたくさんあります。しかし、それだけではうまくやっていくことはできないと思います。しっかりと機能するまちをつくり、住みやすいという点も進めていかないといけないと思います。そういった緑や歴史、そして、まちが共存している新城市にしていきたいです。
この中では一番人生経験も浅いのですが、少しでもよい新城市にするために協力していけたらよいと思っています。これから１年間、よろしくお願いします。

議長／竹下修平

次に、浅野朱音委員、お願いします。
浅野朱音委員
皆さん、こんばんは。新城東高校に在学している浅野朱音と申します。
私が若者議会に応募した理由としましては、中学時代に私はさまざまな方からさまざまな視点でお話をお伺いしました。そのときに、その相手の方と私の中の新城にギャップが生じていました。ことわざにも「百聞は一見にしかず」とあります。そのとき初めて、私は「自分で見る」ということの大切さを知りました。そして、そのことを知ってから私が新城に何ができるのかと考えたところ、ちっぽけな一人の高校生のままでは何もできないと感じました。その歯がゆさを感じていたときに、この若者議会を知りました。

この若者議会を通して、私は新城の魅力を伝えていきたいと思います。私が提案したい議案としましては、「文化が花開く新城」というのを目指していきたいと思います。新城には文化会館という大きなホールがあります。すてきなピアノもあります。しかし、そのピアノを使ったすてきなイベントを私はあまり聞きません。そのときにさまざまなアーティストを呼び、それを見に来る観客を呼び、それを通すことで新城を知ってもらえる機会になるのではと考えました。

私は高校に上がり、豊川、豊橋から来る友達とお話をしていて、「新城とはどんなところ」と私から聞きました。そうするとみんなは、「何もないけれども、でも人の温かみはあるまちだ」と言ってくれました。確かに新城には今は何もありません。でも、これからの政策でどんどん変わっていくと思います。その変わっていった新城と人の温かみが共存できるようなまちにしていきたいと思います。
１年間という短い期間でありますが、精いっぱい頑張っていこうと思います。

以上で所信表明とします。ご清聴ありがとうございました。

議長／竹下修平

次に、杉木里帆委員、お願いします。
杉木里帆委員

皆さん、こんばんは。中京大学４年及びユースの会所属の杉木里帆です。

私が通っている大学は名古屋にあるのですが、私は毎日、４年生になったので毎日というわけではないですが、３年生までは毎日、片道２時間かけて実家から通っています。

最初に言っておきたいんですけれども、皆さん、この所信表明において、この若者議会でやりたい政策等を述べていたと思うのですが、私自身、この若者議会自体に対しての思い入れがとても強いので、そのことについて述べさせていただいて、それを所信表明としたいと思うので、お願いします。

私が若者議会委員に応募したのは、若者が活躍できるまちを実現するためには、若者議会というものが大きな一歩となると思ったので、この委員に応募させていただきました。

私は故郷である新城を自分の生まれたまちだからという理由だけではなく、私たち若者にとって住みよいまちにしてこそ、将来も新城に住みたいという若者が増えるのではないかと考えています。

先ほどからよくお話に出ていたのですが、私は昨年、ニューキャッスルアライアンスという会に参加するためにチェコに行ってまいりました。皆さん、先ほどから聞いているのでニューキャッスルアライアンスというものがどういうものかというのはわかると思うのですが、もう一度簡単に説明させていただきますと、そこでは、さまざまな国のニューキャッスル市、つまり世界の新城市の代表者たちが集まって、お互いのよりよい発展のために会議をするところです。

私はそこで３カ国の若者たちとコミュニケーションをとる中で、各国の若者たちが行政への関心が高く、世界、国、まちについても自分としての意見を明確に持っていることを知りました。印象に残っていることは、チェコのその会議の始まる初日の夜に、私より３つか４つ下のチェコ人の男の子に、私が日本人であるとわかると、「福島原発について、あなたはどう考えていますか」と聞かれたことです。

私の国で起こっていることやその原発の問題であることというのは、もちろんニュースで知っていますし大変な問題ということはわかるんですけれども、私の意見としてしっかりとその子に伝えるということができませんでした。その場しのぎで意見を言うことはできたと思うのですけれども、その問題について、その場しのぎで言ってはいけないということだけはわかったので、そのことについて言えなかった自分がとても悔しかったのを覚えています。

そんなことがあったんですが、その各国の若者たちと話をする中で、自分の意見を持つだけではなく、その意見が反映されるシステムが生活の中に組み込まれていることを知りました。つまり若者議会が各国にはあるということです。

それについて、私は衝撃を受けました。世界の若者の意識の高さだけではなく、それを支える仕組みや環境があること、それを知った私は新城にも若者議会が必ず必要だということを感じました。

帰国した私は、昨年、この前の３月まで、この若者議会の土台づくりである若者政策ワーキングというものに参加しました。その中で私はキックオフシンポジウム大臣というお仕事をもらいまして、「若者議会がどういうものなのか。新城を一緒に変えてみませんか」ということでシンポジウムを開催させていただいたんですけれども、この所信表明を言う中の人たちにもシンポジウムに参加したという方がいらっしゃって、私は本当にうれしく思います。

そして、この１年間のワーキングの活動を通して、今日ここに若者議会がスタートするという場に立てたことが本当にうれしくて、多分一生忘れないと思います。

今までの新城には、若者が主体となり、若者が、どうすればまちがよくなるのか、そんなことを考えたり発言したりする場さえなかったと思います。そういった意味でも若者議会が存在する意味はとても大きいと思います。そして、その意見をどう形にしていくのか、それこそ若者委員である私たちの手にかかっていると私は考えています。責任を感じる反面、これからが本当に楽しみです。どんなことをしよう、どんなことができるだろう、私はそれについても委員の皆さんとたくさん意見を交わしたいと思いますので、この提案という形ではなくて、思いということで、所信表明にかえさせていただきます。

皆さん、１年間よろしくお願いいたします。

議長／竹下修平

ありがとうございました。

次に、和田教育長より所信表明のご講評を賜りたいと存じます。教育長、お願いいたします。

教育長／和田守功
今、若者議会の皆さんの所信表明を聞かさせていただいて、大変心強く感じました。そして、皆さんのような気持ちを持った若者がいる限り、新城の未来は明るいぞという自信を感じました。
先ほどユースの会の皆さんが世界のニューキャッスルを見て、「そうか、私たち若者も世界に負けないように、世界と同じように、若者が新城市のことを考えて頑張ろう」という一粒種になって、イギリスのニューキャッスル、チェコのノヴェハラディ・新城市の体験を経て頑張ってきた。そして、それが今、若者議会として20人の方々が、また新城市の未来を目指して頑張ろうという気持ちになっていること。この20人の若者議会の皆さんの輪が40、100、200、1,000と、多くの新城に住む若者の気持ちを引き立て、市外の若者にも広がっていき、そして、「ああ、新城はすばらしいまちだ。新城にはこんなすばらしいところがある」と皆さんが一人一人語ってくれた新城の魅力を発信する、その新城の魅力が東三河全体に、県下に、日本に、そしてニューキャッスルアライアンスのある世界に広がるような、そんな波動を起こしていただけたらなということを思います。

ここに集まった15歳から29歳の方々の、年は違うけれども、新城市を思う熱い気持ちは皆さん方のお話からひしひしと伝わってきました。ぜひともこの任期、１年ではあるけれども、この１年の間に皆さんの若い気持ち、若い心というのは、まさに明るい鏡のごとく、経済や政治を純粋な心にうつすことができます。
したがって、そこからまた自分なりの課題や疑問を持って新しい発想、新しいアイデアが浮かんできます。そうしたものをこの20人の若者議会の皆さんでしっかりと語り合い、ぶつけ合い、練り上げて、新城市の市政のために頑張っていただけたらなと。そして、その声が新城市の若者だけでなくて、先ほど皆さんの話にもありました、子供たちからお年寄りまで、全ての世代に広がっていくようになれば、そんな人口が減るとか、消滅可能性都市だなんて問題じゃない。そこへ住む人が元気よく、全ての年齢の世代が若者らしい気持ちを持ってやっていけるような、そういうエネルギーを皆さん方が発信していただけるということを熱く感じました。

皆さん方のご活躍、頑張りを期待申し上げます。今日は本当にすばらしい所信表明、ありがとうございました。
議長／竹下修平

それでは、次に、少し順番が前後してしまいましたが、金田孝徳委員、所信表明のほうをお願いいたします。

金田孝徳委員

それでは、私、金田孝徳の若者議会の所信表明演説を始めさせていただきたいと思います。

まず、入ってくるのが遅れてしまいまして、まずそこは申しわけありませんでした。

それでは、私の所信表明演説のほうを始めさせていただきます。

私の名前は金田孝徳と申します。所属は名古屋学院大学の法学部、本年で３回生です。

そして、若者議会に応募させてもらった理由としては、今年の１月11日成人式の場で、「新城市には若者の力が必要である」という旨の言葉を穂積市長からお聞きしまして、そして同日、若者政策ワーキングの方々の宣伝のほうを聞きまして、初めて若者議会の存在を知りました。

３月15日の若者政策キックオフシンポジウムのほうにも参加させていただきまして、そこの場で４人の方々の多種多様な提案を聞きました。そして、その多種多様な提案を聞き、「新城に貢献したい。市民の方々の暮らしに貢献していきたい」という思いがより高まりました。この新城という場所の知名度が全国に広がり、新城のよさを知ってもらえるような貢献がしたいと思ったから、私は委員に応募いたしました。

次に、この委員として１年間で私はどんどん発言をし、議会が活発化できるような手助けをできるだけ頑張っていきたいと思います。全身全霊をもって、この議会のために貢献していけるように頑張っていきたいと思います。

次に、若者議会では、新城というまちにしかできない魅力あふれる政策、やはり若者が集まれるような場、例えば、広大な場所を用いて、街コンとは違った印象を持つ政策をしていきたい。この新城というのは自然がやはりあふれていますので、そこをうまく使った政策を提案していきたいと思います。これは今、地方創生が日本で問題となっていますが、この新城市も決して例外ではないと思います。
そこで、「新城というまちはこんなにすごいのか。住んでみたい」と言われるようにしたいと思ったから、この政策を私はやりたい政策の１つとして挙げさせていただきました。

そして、さきにも述べましたように、新城市にしかできない、若者が活発に集まり、楽しみ、なおかつ老若男女が年代を問わず、「このまちに来てよかった」と思って、そして、今現在住んでおられる市民の方にも、「外から人が来てくれてよかった」と思ってもらえるようなまちを未来予想図として私は今、位置づけております。

最後に、これだけは言いたいというところで、新城というまちは、今まで以上に魅力あふれるまちに生まれ変わると私は思います。自分もやりはかなり力不足であり、さまざまな点で足らずがあると思いますが、全身全霊をもって貢献をしていきたいと思いますので、皆さん、よろしくお願いします。
ご清聴ありがとうございました。

議長／竹下修平

ありがとうございました。

なお、滝川真由委員については、都合により欠席されています。

６．市議会議長あいさつ

議長／竹下修平

それでは最後に、お忙しい中、ご出席いただきました夏目市議会議長様からごあいさつを賜りたいと存じます。夏目議長、お願いいたします。

新城市議会議長／夏目勝吾

皆さん、こんばんは。ただいまご紹介にあずかりました市議会議長の夏目勝吾でございます。

先ほど若者議会委員の皆さんには市長から辞令が交付をされました。そして、一人一人からただいま所信表明をいただき、若い皆さん方の新城市に対する熱意が大変伝わってまいりました。少子高齢化、その本市において、これからの新城市を担っている若い方の意見や政策・提案は本市にとって大きな宝物であり、皆さんの考えは今後の市政運営に大変重要なものになってくると考えております。
これから若者議会委員の皆さんの真剣に考えられた政策が市長に提出をされ、その政策が真摯に検討されていくことになろうかと思います。若者議会は若者委員の皆さんがつくり上げていく場であると同時に、あらゆる世代の方々と一緒になって皆さんの夢を実現させる場所でもあろうかと思っております。

また、若者議会その活動の中で、若い方同士のつながりをつくりながら、夢の実現に向かっていろいろな方々の声を拾いながら議論を深めていただきたいと思っております。皆さんの議論が、そして熱意が、よりよい新城を築き上げることになることは確実であります。
最後になりましたけれども、若者議会のますますのご発展と皆様方の一層の委員活動にご期待を申し上げまして、私からのごあいさつにかえさせていただきます。

まずは大変ご苦労さまでございました。ありがとうございました。

議長／竹下修平

ありがとうございました。

本日はお忙しい中、穂積市長様初め、多くの傍聴者の方々にお越しいただき、まことにありがとうございました。また、若者議会のスタートに際しまして、議場をお貸しいただいた夏目議長様初め、市議会議員の皆様、ありがとうございました。

これだけ多くの注目を集めるということは、それだけ多くの期待がかかっていると思います。期待は責任へと変わりますが、責任は大きなやりがいにつながると思います。皆様の期待以上に、若者委員が活躍できるよう、１年間、一生懸命議論してまいりますので、今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

これをもちまして第１回新城市若者議会を閉会とさせていただきます。

午後８時31分　閉会
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